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近
年
、
施
設
か
ら
地
域
へ
、
福
祉
か
ら
就
労

へ
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
障
害
者
が
地
域
で
必
要
な
支
援
を
受

け
な
が
ら
生
活
し
た
り
、
働
い
た
り
す
る
こ
と

が
ご
く
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
試
み
に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
が
、
戦
後
の
わ
が
国
で
、
最
初
の
児
童
施

設
で
あ
る
近
江
学
園
（
注
１
）
に
お
け
る
中
・
軽

度
知
的
障
害
児
の
中
学
卒
業
後
の
就
労
支
援
施

設
と
し
て
一
九
五
二
年
に
設
立
さ
れ
た
滋
賀
県

立
信
楽
学
園
で
あ
る
。

同
学
園
は
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
貴
生
川
駅
を
起

点
と
す
る
信
楽
高
原
鉄
道
の
終
点
、
信
楽
駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
一
〇
分
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に
あ

る
、
緑
に
恵
ま
れ
た
古
い
住
宅
街
の
一
郭
に
位

置
す
る
。

信
楽
町
は
昔
か
ら
信
楽
焼
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
現
在
で
も
町
内
に
は
一
五
〇
近
く
の

陶
器
製
造
事
業
所
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一
〇

月
の
町
合
併
で
信
楽
は
甲
賀
市
信
楽
町
と
な
っ

た
。
合
併
前
の
〇
四
年
四
月
一
日
現
在
、
信
楽

町
の
人
口
一
万
四
二
三
二
人
の
う
ち
、
知
的
障

害
者
は
四
一
三
人
で
、
町
の
人
口
に
占
め
る
割

合
は
二
・
九
％
と
、
全
国
に
類
を
み
な
い
高
さ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
五
年
に
わ
た
る

信
楽
学
園
と
町
住
民
と
の
協
働
の
取
り
組
み
の

結
果
と
い
え
る
。

今
回
の
取
材
で
は
、
同
学
園
の
障
害
者
就
労

支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
片
岡
卓
示
園
長
お

よ
び
松
井
邦
夫
進
路
・
実
習
担
当
指
導
員
か
ら
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話
を
う
か
が
う
と
と
も
に
、
園
内
の
工
場
や
園

生
が
職
場
実
習
に
行
っ
て
い
る
事
業
所
を
見
学

し
、
関
係
者
の
方
々
と
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

信
楽
学
園
の
設
立
経
緯
と
歩
み

そ
も
そ
も
同
学
園
は
中
学
を
卒
業
し
な
が

ら
、
就
職
が
困
難
な
近
江
学
園
の
中
・
軽
度
の

障
害
児
に
対
し
て
、「
滋
賀
県
の
重
要
な
産
業

の
一
つ
で
あ
る
信
楽
焼
を
通
じ
て
、
そ
の
更
生

援
護
と
福
祉
の
措
置
を
講
ず
る
」
た
め
の
滋
賀

県
の
事
業
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
の
た
め
五
一
年
八
月
、
信
楽
町
神

山
地
区
に
あ
っ
た
陶
器
工
場
を
買
い
取
り
、
そ

こ
に
翌
年
七
月
県
立
身
体
障
害
者
更
生
指
導
所

（
六
〇
年
三
月
廃
止
）
と
、
知
的
障
害
児
施
設

県
立
信
楽
寮
（
六
〇
年
信
楽
学
園
と
改
称
）
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
の
寮
に
近
江
学
園
か
ら
二
〇

名
の
障
害
児
が
移
っ
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
初

代
寮
長
に
は
、
故
・
糸
賀
一
雄
氏
と
と
も
に
近

江
学
園
の
創
設
に
携
わ
っ
た
故
・
池
田
太
郎
氏

（
一
九
八
〇
〜
八
七
年
）
が
就
任
し
た
。

同
学
園
の
生
産
教
育
科
目
と
し
て
窯
業
が
選

ば
れ
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
信
楽
焼
が

県
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、「
①

粘
土
を
扱
う
こ
と
自
体
が
興
味
を
起
こ
さ
せ
る

作
業
で
あ
る
こ
と
、
②
協
力
が
必
要
な
一
貫
作

業
で
あ
る
こ
と
、
③
簡
単
な
も
の
か
ら
複
雑
な

も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
作
業
工
程
が
含
ま
れ
、

各
々
の
力
量
に
応
じ
た
作
業
を
設
定
し
や
す
い

こ
と
、
④
粘
土
を
扱
う
こ
と
が
運
動
機
能
訓
練

に
効
果
が
大
き
い
こ
と
」
な
ど
に
よ
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
寮
の
開
設
に
対
し
て
は
、
競

合
相
手
が
で
き
る
こ
と
を
心
配
す
る
地
元
の
業

者
や
、
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
知
的
障
害
児

が
、
近
所
で
生
活
す
る
こ
と
を
不
安
視
す
る
神

山
地
区
住
民
の
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
①
製
品
は
直
接
販
売
せ
ず
、
業
者
を
通
じ
て

売
る
こ
と
、
②
職
員
は
買
い
取
っ
た
工
場
の
従

業
員
を
雇
用
し
、
寮
で
使
う
物
品
は
地
元
か
ら

購
入
す
る
」
な
ど
、
住
民
の
不
安
解
消
策
が
講

じ
ら
れ
た
。

学
園
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
〇
二
年
四

月
に
出
さ
れ
た
記
念
誌
に
よ
れ
ば
、
地
元
の
住

民
の
理
解
が
大
き
く
進
展
す
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
五
三
年
八
月
一
四
日
夜
に
起
こ
っ
た
信

楽
町
の
大
水
害
で
あ
る
。

「
泥
砂
の
海
と
な
っ
た
町
の
復
旧
の
た
め
に

園
生
と
職
員
は
毎
日
出
か
け
、
町
民
の
中
に
混

じ
っ
て
よ
く
働
い
た
。
そ
の
真
面
目
な
園
生
の

姿
に
町
の
人
た
ち
の
目
は
大
き
く
開
か
れ
、
こ

の
と
き
か
ら
地
区
の
人
た
ち
の
園
生
た
ち
へ
の

見
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」
と
い
う
。

学
園
の
生
産
教
育
に
主
と
し
て
携
わ
っ
た
の

は
、
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
元
の
陶
器
工
場

の
従
業
員
（
一
二
名
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

当
初
こ
れ
ら
の
職
員
の
人
件
費
は
国
の
補
助
対

象
外
（
現
在
は
、
公
費
で
賄
わ
れ
て
い
る
）
で

あ
っ
た
た
め
、
学
園
は
人
件
費
相
当
額
の
産
物

収
入
を
県
に
納
め
、
そ
の
収
入
で
こ
れ
ら
の
職

員
の
賃
金
を
賄
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
生
産
教
育
は
、
職
員
と
園
生
が

協
働
し
て
市
場
で
売
れ
る
陶
器
製
品
を
つ
く
る

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
最
初
の
製
品
は
、（
駅
弁
の
お
茶

用
の
）
汽
車
土
瓶
と
火
鉢
な
ど
で
、
五
三
年
に

は
汽
車
土
瓶
が
月
産
約
三
万
個
、
火
鉢
七
〇
〇

個
な
ど
が
つ
く
ら
れ
た
。
年
間
売
上
収
入
は
、
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当
時
の
金
額
で
三
〇
〇
万
円
以
上
（
現
在
の
金

額
で
は
少
な
く
と
も
三
〇
〇
〇
万
円
以
上
）
に

も
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

五
五
年
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
神
山
地
区
の
工
場

主
か
ら
求
人
が
出
始
め
、

や
が
て
障
害
者
を
雇
用
す

る
事
業
所
が
任
意
団
体

「
信
楽
職
親
会
」
を
六
二

年
に
結
成
。
六
五
年
に
は

会
則
の
制
定
な
ど
、
組
織

と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
当

時
の
会
員
事
業
所
は
二
六

社
で
、
障
害
者
雇
用
数
は

五
四
名
で
あ
っ
た
。

同
職
親
会
は
、「
会
員

の
事
業
を
通
じ
て
知
的
障

害
者
の
社
会
復
帰
を
図
る
こ
と
」

を
目
的
に
、「
①
知
的
障
害
者
の

職
業
指
導
及
び
生
活
指
導
、
②
知

的
障
害
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
研

修
、
③
知
的
障
害
者
に
対
す
る
一

般
の
啓
蒙
」
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

職
親
会
の
協
力
を
得
て
、
六
八

年
九
月
か
ら
園
外
職
場
実
習
が
甲

賀
郡
内
の
四
事
業
所
で
開
始
さ
れ

た
。こ

の
よ
う
な
職
親
会
の
活
動
な

ど
に
よ
り
、
か
つ
て
は
学
園
開
設
に
対
し
て
一

番
初
め
に
反
対
の
声
を
あ
げ
た
神
山
地
区
は
、

現
在
で
は
信
楽
町
で
最
も
障
害
者
雇
用
率
の
高

い
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

信
楽
学
園
の
職
業
指
導
と

職
場
実
習

現
在
、
同
学
園
で
は
一
五
〜
一

八
歳
の
後
期
中
等
教
育
期
の
知
的

障
害
児
を
対
象
に
、
概
ね
三
年
間

を
訓
練
期
間
と
し
て
い
る
。
新
入

生
を
対
象
と
す
る
型
押
し
作
業
に

始
ま
り
、製
品
の
成
型
と
仕
上
げ
、

最
後
に
焼
成
作
業
が
段
階
的
に
行

わ
れ
る
。
そ
の
職
業
指
導
の
主
な

流
れ
は
、図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
園
内
で
の
生
活
指
導
や
職
業

指
導
を
通
し
て
、
身
辺
自
立
、
体

力
、
作
業
に
対
す
る
意
欲
、
持
続
・
集
中
力
と

い
っ
た
基
本
的
な
力
が
養
わ
れ
た
園
生
に
つ
い

て
は
、
町
内
の
事
業
所
に
委
託
し
て
職
場
実
習

を
行
う
。
実
習
の
時
期
は
概
ね
二
年
目
以
降
、

一
事
業
所
の
実
習
期
間
は
お
よ
そ
三
カ
月
。
一

人
が
二
、
三
カ
所
で
実
習
す
る
こ
と
で
、
社
会
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経
験
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
る
。

職
場
実
習
が
終
わ
る
と
、
園
生
の
出
身
地
の

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
を
行
う
。
こ
う

し
た
企
業
就
労
に
い
た
る
シ
ス
テ
ム
は
、
ほ
ぼ

八
五
年
ご
ろ
で
き
て
い

る
。
最
近
、
障
害
者
雇
用

支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
圏

ご
と
に
働
き
・
暮
ら
し
応

援
セ
ン
タ
ー
（
国
の
制
度

で
あ
る
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
当

す
る
も
の
）
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

学
園
は
こ
れ
ら
の
機
関
と

も
連
携
を
密
に
す
る
こ
と

で
、
卒
園
生
の
就
労
支
援

お
よ
び
就
労
後
の
継
続
的

な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
園
生
の
実
習
は

信
楽
町
内
に
あ
る
一
一
事

業
所
の
協
力
を
得
て
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
次
の
四
カ
所
の
事
業
所

を
片
岡
園
長
お
よ
び
松
井

進
路
・
実
習
担
当
指
導
員

に
案
内
し
て
い
た
だ
い

て
、
訪
ね
た
。

白
道
窯
（
社
長
・
川
口

隆
之
氏
。
従
業
員
六
名
）
は
、
食
器
や
花
器
な

ど
の
陶
器
を
製
造
し
て
い
る
。
こ
の
三
月
か
ら

実
習
し
て
い
る
藤
田
未
翼
さ
ん
は
、
実
習
生
と

し
て
は
二
人
目
。
主
な
作
業
は
、
粘
土
を
ロ
ー

ル
で
伸
ば
す
下
準
備
作
業
で
あ
る
。
実
習
が
始

ま
っ
て
半
年
近
く
経
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
手
際

よ
く
作
業
を
こ
な
し
て
い
る
。

川
口
社
長
に
事
業
所
に
と
っ
て
実
習
生
を
受

け
入
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
と

こ
ろ
、
前
作
業
を
し
て
も
ら
え
る
の
で
助
か
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
じ
職
場
で

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
松
吉
希
美
子
さ
ん
は
、

「
彼
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
で
癒
さ
れ
る
。

彼
の
大
フ
ァ
ン
」
だ
と
い
う
。

㈱
三
彩
（
社
長
・
上
田
知
弘
氏
。
従
業
員
は

パ
ー
ト
一
二
名
を
含
め
四
七
名
。
そ
の
う
ち
五

名
は
学
園
の
卒
園
生
）
は
、
三
和
酒
類
㈱
の

「
い
い
ち
こ
民
陶
」
の
ボ
ト
ル
や
ラ
ジ
ウ
ム
ボ

ト
ル
等
か
ら
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
注
文
に
よ
る
陶

器
製
の
浴
槽
ま
で
製
造
し
て
い
る
。
現
在
学
園

か
ら
の
二
名
の
実
習
生
に
加
え
、
職
場
適
応
訓

練
お
よ
び
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
で
三
名
の
障
害
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
同
社
で
、
約
三
〇
年
前

に
初
め
て
障
害
者
を
雇
用
し
た
と
き
に
は
負
担

感
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
障
害
の
あ
る
従
業

員
は
十
分
戦
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

実
習
生
の
一
人
、
宿
谷
成
人
さ
ん
は
今
年
二

月
か
ら
同
社
で
実
習
し
て
い
る
。
主
な
作
業
は
、

い
い
ち
こ
ボ
ト
ル
の
仕
上
げ
作
業
。
学
園
の
先

輩
た
ち
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
。
卒
園
生
の
池
田
浩
治
さ
ん
は

勤
続
約
三
〇
年
、
野
村
諭
さ
ん
は
勤
続
二
七
年

で
、
現
在
の
仕
事
は
二
人
が
ペ
ア
と
な
り
、
い

い
ち
こ
ボ
ト
ル
の
成
形
加
工
。
二
人
と
も
社
員

寮
か
ら
通
勤
し
て
い
る
。
月
額
四
万
円
の
小
遣

い
以
外
は
、
同
社
が
彼
ら
の
た
め
に
積
立
預
金

を
し
て
い
る
。

同
社
に
こ
の
七
月
に
就
職
し
た
ば
か
り
の
馬

場
和
喜
さ
ん
は
、
い
い
ち
こ
ボ
ト
ル
の
窯
つ
め

作
業
に
従
事
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

同
じ
部
署
の
同
僚
に
教
わ
る
と
い
う
。
彼
も
社

員
寮
か
ら
通
っ
て
い
る
。

上
田
洋
取
締
役
事
業
部
長
に
よ
れ
ば
、
陶
器

業
界
の
景
気
は
右
肩
下
が
り
で
、
将
来
の
展
望

が
見
え
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
各

事
業
所
と
も
従
業
員
を
減
ら
し
て
き
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
業
界
の
経
営
状
況
が
好
転
し
な

い
か
ぎ
り
は
、
障
害
者
も
含
め
、
雇
用
拡
大
は

あ
ま
り
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。

㈱
ホ
ワ
イ
ト
マ
ッ
ク
ス
滋
賀
工
場
（
工
場

長
・
上
廻
正
利
氏
。
従
業
員
は
パ
ー
ト
三
名
を

含
め
六
名
）
は
、
衛
生
手
袋
を
製
造
し
て
い
る
。
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同
工
場
の
本
社
は
大
阪
・
枚
方
市

で
、
京
都
と
大
阪
に
も
工
場
が
あ

る
。
一
二
年
前
に
滋
賀
工
場
が
で

き
た
翌
年
か
ら
学
園
の
実
習
生
を

一
名
ず
つ
受
け
入
れ
て
い
る
。
同

工
場
で
実
習
を
始
め
た
ば
か
り
の

下
村
萌
さ
ん
は
、
こ
の
日
は
体
調

不
良
で
早
退
し
て
い
た
た
め
、
会

え
な
か
っ
た
。
上
廻
工
場
長
に
実

習
生
を
受
け
入
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ロ
ス

タ
イ
ム
を
助
け
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ま
た
、
同
工
場
で
現
場
作
業

を
し
て
い
る
の
は
全
員
女
性
な
の

で
、
体
力
の
あ
る
男
子
の
実
習
生

の
場
合
は
、
重
い
も
の
を
運
ん
で

も
ら
え
る
の
で
助
か
る
」
と
の
こ

と
。

四
番
目
の
事
業
所
を
訪
ね
る
途
中
、
た
ま
た

ま
立
ち
寄
っ
た
信
楽
焼
陶
器
販
売
会
社
㈱
か
ね

宇
陶
器
で
、
信
楽
青
年
寮
（
注
２
）
利
用
者
で
こ

れ
ま
で
一
〇
年
近
く
同
社
で
働
い
て
い
る
菊
池

靖
彦
さ
ん
と
会
っ
た
。
彼
は
以
前
一
五
、
六
年

勤
め
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
下
請
会
社
が
倒
産
し
た

た
め
、
同
社
に
再
就
職
し
た
と
い
う
。
年
齢
以

上
に
老
化
が
早
い
と
い
わ
れ
る
知
的
障
害
を
も

つ
人
が
六
五
歳
近
く
に
な
っ
て
ま
だ
現
役
で
働

い
て
い
る
例
は
、
ご
く
ま
れ
と
思
わ
れ
る
。

菊
池
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
現
在
青
年
寮
か
ら
働

き
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
彼
一
人
だ
と
い
う
。

利
用
者
の
三
割
近
く
が
企
業
就
労
し
て
い
た
こ

ろ
の
青
年
寮
の
様
子
は
、
九
〇
年
に
山
上
徹
二

郎
監
督
が
つ
く
り
、
大
変
好
評
を
博
し
た
映
画

「
し
が
ら
き
か
ら
吹
い
て
く
る
風
」
で
感
動
的

に
描
か
れ
て
い
る
。

㈱
常
盤
精
機
製
作
所
（
代
表
取
締
役
・
福
田

末
広
氏
）
は
、
東
芝
の
ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
の
部
品

等
、
精
密
機
械
部
品
を
製
造
し
て
い
る
。
機
械

に
よ
る
加
工
作
業
を
主
と
し
た
企
業
だ
け
に
、

工
場
内
に
は
大
型
機
械
を
は
じ
め
、
各
種
の
機

械
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
六
一
年
に
設
立

さ
れ
、
現
在
の
従
業
員
数
は
パ
ー
ト
四
名
、
タ

イ
な
ど
か
ら
の
研
修
生
四
名
を
合
わ
せ
二
四
名

で
あ
る
。
従
業
員
は
ピ
ー
ク
時
に
は
三
二
名
い

た
が
、
近
年
仕
事
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め

減
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

京
都
か
ら
工
場
を
信
楽
に
移
し
た
同
社
は
、

信
楽
の
地
に
何
か
を
返
す
と
い
う
意
味
で
、
一

三
、
四
年
前
か
ら
学
園
の
実
習
生
を
毎
年
二
〜

三
名
受
け
入
れ
て
い
る
。
福
田
常
務
に
よ
れ
ば
、

「
実
習
生
は
毎
日
遅
刻
も
せ
ず
出
勤
し
、
終
業

ま
で
真
面
目
に
働
い
て
い
る
、
ま
た
朝
夕
の
あ

い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き
、
会
社
の
雰
囲
気
を

よ
く
し
て
い
る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
七
月
か
ら
同
社
で
実
習
を
し
て
い
る
仲

野
卓
也
さ
ん
は
、
ボ
ー
ル
盤
に
よ
る
ポ
ン
プ
の

歯
車
加
工
作
業
に
従
事
。
彼
は
す
で
に
そ
の
作

業
に
慣
れ
、
毎
日
実
習
に
く
る
の
が
楽
し
み
だ

と
い
う
。
同
社
に
は
一
二
、
三
年
前
に
採
用
さ

れ
た
学
園
卒
の
小
林
竜
広
さ
ん
が
い
る
が
、
前

日
作
業
中
に
不
注
意
で
足
に
軽
傷
を
負
い
、
こ

の
日
は
休
ん
で
い
た
た
め
会
え
な
か
っ
た
。
普

段
は
、「
会
社
を
休
め
と
い
わ
れ
る
の
が
、
一

番
こ
た
え
る
」
ほ
ど
彼
に
と
っ
て
会
社
の
存
在

は
大
き
い
。

四
カ
所
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
事
業
所

訪
問
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
通
し
て
学
園
の

卒
園
生
や
実
習
生
と
事
業
所
関
係
者
な
ど
が
双

方
向
の
よ
い
関
係
を
着
実
に
築
い
て
き
て
い
る

こ
と
―
―
ま
さ
に
故
・
池
田
太
郎
氏
が
述
べ
ら

れ
た
「
教
育
は
共
育
で
あ
っ
て
、
共
に
育
つ
と

こ
ろ
に
本
当
の
教
育
の
姿
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
―
―
が
実
感
で
き
た
。

信
楽
学
園
の
実
績

五
二
年
に
学
園
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
昨
年
度

末
ま
で
の
五
五
年
間
の
卒
園
生
の
進
路
・
就
労

等
の
状
況
は
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
を
八
七
年
度
か
ら
昨
年
度
末
ま
で
の
二
〇

年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
２
の
と
お
り
で
あ

る
。両

者
を
比
べ
る
と
、
一
般
就
労
者
が
六
一
％

か
ら
七
〇
％
に
、
福
祉
的
就
労
者
も
一
四
％
か

ら
二
四
％
へ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
約
一
割

増
え
て
い
る
の
に

対
し
、
過
去
五
五

年
間
で
は
か
な
り

い
た
家
庭
引
取
お

よ
び
施
設
入
所
者

が
激
減
し
た
の

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
や
通
所
施
設

な
ど
、
地
域
に
受

け
皿
が
増
え
て
き

た
た
め
と
思
わ
れ

る
。信

楽
町
社
会
福

祉
協
議
会
・
信
楽

町
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
信
楽
町
に
住
む
知
的
障
害
者
の
企

業
就
労
状
況
（
〇
四
年
四
月
一
日
現
在
）
は
、

表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

信
楽
町
に
住
み
な
が
ら
町
内
外
の
企
業
で
働

い
て
い
る
知
的
障
害
者
の
約
三
分
の
二
（
町
内

だ
け
で
み
る
と
四
分
の
三
強
）
が
、
窯
業
関
連

事
業
所
の
就
労
者
で
占
め
ら
れ
る
。
陶
器
業
界

が
お
か
れ
て
い
る
現
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま

で
そ
れ
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
信
楽
町
お
よ

び
そ
の
周
辺
に
住
む
知
的
障
害
者
の
就
労
先
の

見
直
し
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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就
労
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

九
六
年
に
発
覚
し
た
サ
ン
・
グ
ル
ー
プ
（
滋

賀
県
五
箇
荘
町
）
事
件
（
注
３
）
を
契
機
に
、
九

七
年
度
よ
り
障
害
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
を
目

的
に
、
滋
賀
県
障
害
者
権
利
擁
護
相
談
室
が
設

置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
信
楽
学
園
な
ど
の
卒
園

生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
に
嘱
託
職
員
が

配
置
さ
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、
学

園
で
は
〇
五
年
一
〇
月
〜
一
二
月
に
〇
〇
年
度

か
ら
〇
四
年
度
の
五
年
間
の
卒
園
生
七
〇
名
を

対
象
に
、
職
場
で
の
現
況
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
有
効

回
答
四
七
名
（
回
収
率
六
七
％
）
の
就
労
状
況

は
、
企
業
就
労
三
三
名
（
七
〇
％
）、
福
祉
的

就
労
一
一
名
（
二
三
％
）、
無
回
答
三
名
で
、

給
料
は
一
万
円
未
満
六
名
、
一
〜
三
万
円
二
名
、

五
〜
七
万
円
三
名
、
七
〜
九
万
円
九
名
、
九
〜

一
一
万
円
一
二
名
、
一
一
万
円
以
上
九
名
、
無

回
答
六
名
と
な
っ
て
い
る
。

福
祉
的
就
労
者
は
一
万
円
未
満
が
過
半
数
を

占
め
る
と
思
わ
れ
る
が
、
企
業
就
労
者
も
七
〜

一
一
万
円
の
者
が
全
体
の
三
分
の
二
近
く
を
占

め
る
。
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
者
が

四
七
名
中
一
二
名
（
約
二
六
％
）
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
企
業
就
労
し
て
い
る
者
で

も
、
給
料
だ
け
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を

利
用
し
な
が
ら
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
は
か
な
り
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

職
場
で
困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
」、

「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
が
多

い
。
学
園
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
形
で
定
期

的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

翌
年
〇
一
年
度
か
ら
〇
五
年
度
の
卒
園
生
八

一
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
八
一
名
中
一
度
離
職
し
た
者
は
一
九
名

（
二
三
％
）
で
、
そ
の
大
部
分
は
再
就
職
し
て

い
る
。
離
職
の
原
因
は
、
仕
事
上
の
問
題
よ
り

も
生
活
上
の
問
題
の
方
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、

仕
事
が
で
き
て
も
生
活
面
で
安
定
し
て
い
な
い

と
就
労
の
継
続
は
難
し
い
と
い
え
る
。

信
楽
学
園
の
現
状
と
課
題

学
園
の
〇
七
年
四
月
一
日
現
在
の
利
用
者
の

年
齢
別
お
よ
び
障
害
程
度
別
状
況
は
、
表
４
お

よ
び
表
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
学
園
は
現
在
の
と
こ
ろ
一

五
〜
一
七
歳
の
中
・
軽
度
（
特
に
軽
度
）
の
知

的
障
害
児
に
対
象
を
絞
り
、
三
年
間
に
わ
た
る

職
業
指
導
・
生
活
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
で
き

わ
め
て
高
い
就
職
率
を
達
成
し
て
き
た
と
い
え

る
（
注
４
）。

定
員
六
〇
名
に
対
し
、
現
在
一
一
名
の
欠
員

が
で
て
い
る
主
な
理
由
は
、「
昨
年
度
施
行
さ

れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
障
害
児
施

設
に
つ
い
て
も
従
来
の
措
置
制
度
か
ら
契
約
制

度
に
か
わ
り
、
一
割
負
担
が
生
じ
た
こ
と
（
も

っ
と
も
激
変
緩
和
措
置
で
実
際
の
負
担
額
は
相

当
軽
減
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
必
ず
し

働く広場 2007.11 26

㈱常盤精機製作所、福田末広社長

㈱常盤精機製作所



も
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
）
や
、
滋

賀
県
内
に
〇
六
年
度

に
は
長
浜
高
等
養
護

学
校
、
〇
七
年
度
に

は
甲
南
高
等
養
護
学

校
が
相
次
い
で
開
校

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
（
片

岡
園
長
談
）

し
か
し
、
学
園
の

定
員
割
れ
は
今
回
初

め
て
発
生
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
九
八
〜
〇
一

年
度
に
も
生
じ
、
そ
の
際
に
も
学
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

利
用
対
象
者
を
一
五
〜
一
八
歳
と
い
う
年
齢

層
や
中
・
軽
度
障
害
者
に
限
定
し
て
い
る
条
件

を
緩
和
す
る
こ
と
な
ど
で
定
員
の
確
保
は
可
能

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
条
件
緩
和
と
高
い

就
職
率
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
学
園
が
直
面

し
て
い
る
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
の

は
、
学
園
卒
園
生
の
就
職
実
績
で
あ
る
。
全
国

の
知
的
障
害
高
等
養
護
学
校
卒
業
生
の
就
職
率

（
昨
年
度
末
）
が
二
五
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
学
園
の
そ
れ
は
七
〇
％
と
き

わ
め
て
高
く
、
し
か
も
平
均
勤
続
年
数
も
か
な

り
長
い
。

教
育
の
目
標
は
、
必
ず
し
も
就
職
だ
け
で
は

な
い
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
確
実
に
つ
な
げ
、

そ
れ
を
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
知
的
障
害

者
が
地
域
で
安
定
し
た
生
活
を
送
る
う
え
で
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
こ

れ
ま
で
学
園
が
実
践
し
て
き
た
こ
と
は
大
い
に

評
価
さ
れ
て
よ
い
。
今
後
学
園
が
こ
の
実
績
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
財
政

的
、
人
的
支
援
が
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

お
わ
り
に

学
園
お
よ
び
信
楽
町
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
石
川
県
加
賀
市
の
県
立
錦
城
養
護
学
校
で

も
、「
授
業
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
後

に
九
谷
焼
を
職
業
と
で
き
る
か
適
性
を
検
討
し

て
い
く
」。
そ
の
た
め
に
加
賀
市
は
、
市
を
あ

げ
て
信
楽
学
園
を
視
察
し
た
と
聞
い
た
。
学
園

や
信
楽
町
の
取
り
組
み
が
こ
う
し
た
形
で
全
国

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
注
１
）
四
六
年
開
設
。
四
八
年
一
月
、
児
童
福
祉
法
施

行
に
伴
い
、
滋
賀
県
立
児
童
養
護
施
設
兼
知
的
障
害
児
施
設

と
な
る
。
初
代
園
長
は
、「
福
祉
の
父
」
と
し
て
知
ら
れ
る

故
・
糸
賀
一
雄
氏
（
一
九
一
四
〜
六
八
年
）。

（
注
２
）
五
五
年
一
月
、
二
〇
歳
以
上
の
信
楽
学
園
利
用

者
の
受
け
皿
と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
成
人
の

知
的
障
害
者
入
所
施
設
。
当
初
は
無
認
可
施
設
。
そ
の
後
、

六
九
年
に
社
会
福
祉
法
人
し
が
ら
き
会
が
設
立
さ
れ
、
同
青

年
寮
は
六
〇
年
制
定
の
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
認
可

施
設
と
な
る
。
現
在
の
定
員
は
、
更
生
施
設
三
〇
名
、
授
産

施
設
五
五
名
を
合
わ
せ
八
五
名
。

（
注
３
）
知
的
障
害
者
二
〇
〜
三
〇
名
を
雇
用
す
る
肩
パ

ッ
ド
製
造
会
社
で
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
知
的
障
害
を
も

つ
従
業
員
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
虐
待
や
障
害
基
礎
年
金
の

横
領
が
行
わ
れ
た
事
件
。
被
害
者
の
中
に
は
学
園
の
卒
園
生

も
数
名
い
る
。

（
注
４
）
障
害
程
度
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
職
業
能
力
に
リ

ン
ク
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
障
害
程
度
は
軽
く
て
も
、
仕
事

へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
対
人
関
係
上
、
あ
る
い
は
生
活
上
の

問
題
で
就
職
に
は
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
場
合
も
少
な
く

な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
学
園
は
障
害
程
度
が
比
較
的
軽
い

人
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
高
い
就
職
率
を
維
持
で
き

る
と
い
う
見
方
は
、
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
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編集委員から　　松井亮輔

今回の取材を通して、近江学園や信楽
学園にかかわった先駆者たちが残した大
きな足跡をたどることで、彼らが目指し
たことから多くのことを教えられた。紙面
の都合でそのごく一部にしか触れられなかっ

たことが惜しまれる。

片岡園長の案内で学園を見学する筆者（写真左）

常盤精機製作所で実習する仲野卓也さんに声をかける
信楽学園の松井邦夫指導員（写真右）


